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◎家庭や地域の気運づくりや家庭への「学び」の提供 

企業や団体と連携した「子育て応援！わくわくフェスタ」（11/23 実施約 4,000 人の

来場者）など親子が集うイベントを通して、家庭での生活習慣の確立に向けた気運づ

くりを進めています。【子ども・福祉部】 

就学前後の子をもつ保護者を対象に、「食べる」「寝る」「遊ぶ」の大切さを知ってい

ただくため平成 29 年度に作成した「みえ家庭教育応援リーフレット」を活用し、市町

やＰＴＡ、企業に啓発しています。また、幼少期における体験活動の大切さを啓発す

るためのチラシも作成し、関係機関に配布していきます。【子ども・福祉部】 

親同士が子育てについて話し合い、自らの役割や成長に気づき学ぶための学習コン

テンツ「みえの親スマイルワーク」（妊娠期の家庭から小学生の子を持つ親を対象）を

市町や三重県ＰＴＡ連合会(（一社）三重県ＰＴＡ安全互助会)と連携し、就学時の健診や

説明会、学校やＰＴＡの行事等での活用をすすめるとともに、ファシリテーターの養

成（スマイルリーダー）を行っています。（連携によるスマイルワーク実施 H30 ８回約

500 人、スマイルリーダー養成 H30 49 人：11 月末現在）【子ども・福祉部、教育委員

会】 

 

 

 

テーマ２ つくろう！家庭教育を応援する地域のネットワーク 

地域で孤立しがちな家庭など、支えを必要としている多様な家庭に応じた取組を進

めるため、市町と連携し、各地域それぞれの強みや特徴を生かした家庭教育応援のた

めのネットワークの構築を図るとともに、その横展開を図ります。 

＜主な取組内容＞ 

◎家庭教育応援モデル事業によるネットワークづくりの推進 

平成 29 年度から取り組んでいる亀山市、名張市、玉城町に鈴鹿市と尾鷲市を加え

て家庭教育応援モデル事業を実施し、既存の会議や組織の活用など地域資源を活かし

ながら、地域ボランティア、ＮＰＯ団体等と連携するとともに、子どもの育ちを支え

るネットワークづくりを進めています。【子ども・福祉部】 

亀山市 

福祉部局と教育部局が連携するとともに、適応指導教室の学習支援等の活

動を行っているＮＰＯと関わり合いながら、家庭教育応援の取組を進めて

おり、モデル事業を活用して連携の必要性を学ぶ研修会を実施している。 

名張市 

市内の家庭教育講座に関わってきた市民が、モデル事業で実施しているス

キルアップ講座を受講し、民生児童委員等が開催している地域の広場に参

加している保護者に対して、家庭教育スタッフとして相談支援活動を行っ

ている。子育て支援関係者養成のための講習会を実施し、地域の広場等で

親子に関わり、相談を受け関係機関に繋げている。 

玉城町 

「ブックスタートあかちゃん訪問」や転入者を対象とした訪問、保育所での

出前講座を通じた保護者と支援者の顔の見える関係づくりを進めている。ま

た、保護者に寄り添う民生委員や子育て支援関係者を対象とした人材育成及

びスキルアップ講座も実施している。 
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鈴鹿市 

子育て支援センターや地域団体等の支援者、放課後子ども教室の関係者等

に対して、家庭教育応援につながる講座を開催し、市内で積極的に活動し

ていく人材の育成を図っている。受講後には人材バンクの構築をめざし，

今後の家庭教育応援の活用につなげていく。 

尾鷲市 

モデル事業の講座を通して、子育て支援や家庭教育応援に関心の高い市民

を中心に人材の育成を図っている。受講者は、市民サポーターとして各地

域や各自の所属団体において家庭に講座への参加を呼びかけ、地域におけ

る取組を展開している。 

◎関係者の情報共有の場の設定や人材の養成など 

市町と家庭教育応援推進連携会議を設置し、研修会の開催やモデル事業の報告、行

政とＮＰＯの連携の事例発表など、情報の提供や共有を図っています。【子ども・福

祉部、教育委員会】 

子育ち・子育てマイスター養成講座を３市町、孫育て講座を３市町で実施し、地域

性や実態に応じた人材の養成を図っています。また、受講者を対象に、地域で継続し

た取組になるよう、地域単位でフォローアップ研修会及び情報交換会も行います。 

また、支えを必要とする家庭に寄り添う「家庭教育支援チーム」の国への登録をす

すめています。（H30.11 末現在登録済２団体、申請中１団体）【子ども・福祉部】 

 

 

テーマ３ 応援しよう！企業と連携した家庭の教育力アップ 

企業は、その従業員や業務を通じて家庭とのつながりがあり、連携して家庭教育の

応援に取り組むことには、大きな意義があります。このため、企業の理解を十分に得

て、社会意識の変革や、気運づくり、家庭教育応援の取組などに参画いただくよう働

きかけます。 

 

＜主な取組内容＞ 

◎イクボスや男性の育児参画の推進 

すべての家族に優しい三重県の実現に向け「みえのイクボス同盟」に賛同する企業

を中心に働きかけを進めており、これまで市町や企業と連携した「イクボス養成講座」

を実施するなどイクボスの推進に努めてきました。平成 30 年度には、県と一緒にイ

クボスや働きやすい職場づくりについて県内企業等へ広めていただくため、イクボス

に対する正しい認識や実践への適切な助言等ができる人材を養成し、「みえのイクボ

ス伝道師」として認定する事業を実施しています。 

また、第５回ファザー・オブ・ザ・イヤーin みえ（H30 年度 651 件の応募）を開

催し、育児に取り組む男性やイクボスの優良事例を表彰し発信するとともに、男性の

学びの場として地域や職場における「男性の子育て応援講座」を開催(年 10 回)して

います。【子ども・福祉部】 

 




